
55L491：550・85（524．4）：624．1

愛媛縣三島発電所水路（北部の一部）地質構造調査報告聾

林　 昇一郎滑

、

　　　　　　　　：R6sum6
Geological　Strueture　of．the　Wa重er　Tunme雇of　Mishima

　　　Generating　Station，Ehime　Prefecture

by’

Sh6ichirδHayashi

　　：Mishima　Generatiロg　Station　is　situated　about2km　east　of　Mishima　railway　station．on

theYosanLine。Thewri㌻ersurveyedabout300mof　the　northem　part　of　water　tunnel，
which　was　digging　since　May，1952．

　　The　rocks　are　composed　mainly　of　graphite　and　chlorite・graphite　schist　dipかing　mo．

noclinally20－700to　north．In　it，are　found3fault　systems，so　that　the　wall　rock　will　tum

out　more　stable，if　the　linihg　is　reinforced　by　steel　plate　and　concrete　about130m．、

　　　　　　　　1．緒’　言
t

　　昭和27年耳月，愛媛縣銅山川発電建設事務所の申請

．　により，三島発電所水路の一部の地質構造調査を行つた

　9ので，その概要を報告する。

　　本燧道水路は1稻井信雄技官によ，り，昭和26年8，9月

　　同昭和27年5月の3回の調査により，既設燧道につい、

　　ては，地質調査所月報3雀9号70～72頁に，その概要

　　が報告されている〇　　　　　　　　一　，

　　筆者は昭和27年5月以後掘進し貫通した三島側水路

　　の一部，約900mの地質構造調査（縮尺1＝500）を実施

　　した。これで南北の水路3，000余米の地質図が完成した

　　こと，になる〇

　　三島発電所用燧道水路は今後約1，000mの丙張りを

　　コンク、リートおよび鋼板にて行い，完成は昭和28年3

　　月末と予定されている。三島発電所は使用水量，最大

　5．8m3（常時1．0），有効落差217mを利用し，最大出
　・カ10，000Klw．（常時1，200KW．）をうる計画で婁）る。

　　　　　　2．地質構造の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　、
　燧道はいわゆる三波川系の結晶片岩の走向（ほ黛東西）

を直角に南北に貫いて建設されている。・地質は大部分石

墨片岩よりなり，局部的に緑泥石を含む部分がある。

．走向ほ黛東西，傾斜北30《・70。で軍斜構i邉を示すが，

断層のために局部的に逆傾斜を示すところがある。断暦
P
は
走 向ほ黛東西ないし北西で，傾斜は北東または南西に

20～70Qであり，3断暦群が認められる。各断暦の圧碑

＊　愛媛縣銅山川駿電建設事務所依頼調査　＊＊地質調査所四國駐在員

借の幅（Cm）を記して規模を知る参考とした。

3．内張り施工上注意すべき個所

　（番号は附図のものと同じ）

1）母岩は比較的堅硬であるが，やX大きい断層帯に

あたり傾斜が逆になり地暦が乱されているので，約25

mの間鋼板雀を実施した方が寮全でま）る。

2）　支柱があつて詳細に観察できないが，掘進当時も

崩壌があつたところであり，’母岩の走向も変化があり，

断暦が推定され，約15m補強した方がよい。

3）　比較的小さい断層幣であるが，断層圧砕帯の幅が

30・》80cmあるめで，約15mの間補強に注意すること。

4）燧道の屈曲部にあたり支柱があり，詳細観察不能、

でま）つたが，漏れもあるので鋼板雀き約25mを実施し

た方が適当である。

5）4）の地区に引続き低角度断暦帯が約50m認め

られ，補強に意を用いた方がよい。

4．結　論
1）1今回調査した（約300m）燧道内の地質は，附図に

示したごとく大部分石墨片岩よ りなり，走向ほ聖東西，

傾斜北の軍斜構造を示すところが多く，断暦幣は3群認

められるが，とくに著しいものはなく，永路と．して適当

なもので・ある。

2）施工上注意すべき個所5が認められ，適当な施業

を行う必要があり，・要補強区蘭は合計約130mであるq

　　　　　　　　　　（日召i和27年11月調査）
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